
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

酸性染料を０．１～５重量％ 配合することを特徴とするストレートパーマ
第２剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、ストレートパーマ第２剤に関するものである。更に詳しくは、ストレートパー
マとヘアマニキュアを同時に短時間で施術することができ、なおかつヘアマニキュアによ
る頭皮等の皮膚への着色が無いストレートパーマ第２剤に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ストレートパーマ剤の目的は、縮毛やくせ毛を矯正したり、パーマネントウェーブ
剤により得られたウェーブを直毛にすることであった。近年、特に若者の間ではストレー
トヘアが流行しており、その多くは、ストレートパーマ剤を使用している。また、それと
同じく若者の間では、ヘアマニキュア、即ち、酸性染料を利用した半永久毛髪着色料も頻
繁に利用されている。ストレートパーマは、最初にチオグリコール酸塩等の還元剤を主剤
とし、アンモニア、モノエタノールアミン等のアルカリ剤を含んだストレートパーマ第１
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還元剤及びアルカリ剤を含むストレートパーマ第１剤の塗布・洗浄後に塗布するストレー
トパーマ第２剤において、
　 及び酸化剤を



剤が施術される。この時、第１剤中の還元剤の作用により、毛髪中のシスチンのジスルフ
ィド結合が切断され、さらに、アルカリ剤の作用により毛髪は膨潤状態となる。その後、
第１剤を洗い流し、臭素酸塩等の酸化剤を主剤とするストレートパーマ第２剤処理が施さ
れる。また、ヘアマニキュアは酸性染料、ベンジルアルコール等の溶剤、さらには充分な
染毛力を得るためにｐＨを３～４程度に調整するための乳酸等の酸から成っており、これ
を毛髪に塗布し一定時間放置した後洗い流し染毛するというものである。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、これらストレートパーマとヘアマニキュアの両方を施術する場合にはいく
つかの問題があった。即ち、一般的には、まずストレートパーマを施術し、その後にヘア
マニキュアを施術していたため、施術に要する時間は、３時間半～４時間という長時間を
要し、美容室の顧客の回転率を低下させていた。また、長時間の施術は被施術者にとって
もかなりの苦痛であった。また、ヘアマニキュアは頭皮等の皮膚も着色してしまい、施術
者にとっては大変神経を使うものであった。一方、ストレートパーマとヘアマニキュアを
同時に行うために、亜硫酸塩系ストレートパーマ第１剤に酸性染料系染毛料を混合した同
時処理剤が製品として市販されている。しかし、このような製品はストレート効果が非常
に弱く、単にヘアマニキュアを施術しているのと何ら変わらないものであった。つまり、
従来の技術では、ストレートパーマとヘアマニキュアを同時に行い、なおかつそのストレ
ート効果及び染毛力が、通常のストレートパーマ剤及びヘアマニキュアを個別に施術した
場合と同程度の効果を得ることは不可能であった。
【０００４】
【課題を解決するための手段および作用】
このような実状において、本発明者は鋭意研究を行った結果、

酸性染料を０．１～５重量％ 配合することにより、ストレートパーマとヘア
マニキュアを同時に行うことができ、なおかつそのストレート効果及び染毛力が、通常の
ストレートパーマ剤及びヘアマニキュアを個別に施術した場合と同等の効果が得られるこ
とを見出した。更に、ヘアマニキュアによる頭皮等の皮膚への着色の無いという予想外の
効果を見い出し本発明を完成した。即ち、本発明は酸性染料を０．１～５．０重量％配合
することを特徴とするストレートパーマ第２剤である。
【０００５】
以下本発明の構成について詳述する。本発明品に用いられる酸性染料としては、ニトロ染
料、アゾ染料、ニトロソ染料、トリフェニルメタン染料、キサンテン染料、キノリン染料
、アントラキノン染料及びインジゴ染料等が挙げらる。具体的には、赤色２号、赤色３号
、赤色１０２号、赤色１０４号、赤色１０５号、赤色１０６号、黄色４号、黄色５号、緑
色３号、青色１号、青色２号、赤色２０１号、赤色２２０号、赤色２２７号、赤色２３０
号、赤色２３１号、赤色２３２号、橙色２０５号、橙色２０７号、黄色２０２号、黄色２
０３号、緑色２０１号、緑色２０４号、緑色２０５号、青色２０２号、青色２０３号、青
色２０５号、褐色２０１号、赤色４０１号、赤色５０２号、赤色５０３号、赤色５０４号
、赤色５０６号、橙色４０２号、黄色４０２号、黄色４０３号、黄色４０６号、黄色４０
７号、緑色４０１号、緑色４０２号、紫色４０１号及び黒色４０１号等が挙げられ、好ま
しくは、黒色４０１号、紫色４０１号、橙色２０５号、黄色４０３号及び赤色４０１号で
ある。その配合量は０．１～５重量％であり、０．１重量％未満では十分な染毛効果が得
られず、５重量％より多く配合すると地肌への染着の恐れがある。なお、配合量の下限に
ついては０．２重量％が好ましく、０．２重量％以上配合することにより十分な染毛効果
が得られる。上限については１重量％が好ましく、１重量％を越えた場合は染毛効果の上
昇は少なくなる。
【０００６】
酸化剤としては、臭素酸塩、過ホウ酸塩、過酸化水素等が挙げられる。その配合量は５～
１０重量％であり、５重量％よりも少ないと十分なストレート効果が得られず、１０重量
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還元剤及びアルカリ剤を含
むストレートパーマ第１剤の塗布・洗浄後に塗布するストレートパーマ第２剤において、

及び酸化剤を



％を越えてもストレート効果の向上は少なくなる。なお、配合量の下限については６重量
％が好ましく、６重量％以上配合することにより十分なストレート効果が得られる。上限
については８重量％が好ましく、８重量％を越えた場合はストレート効果の上昇は少なく
なる。
【０００７】
また、エタノール、イソプロピルアルコール、１，３－ブチレングリコール、グリセリン
、ポリエチレングリコール、ジグリセリン等の溶剤を配合することにより染毛力を向上さ
せることができる。その配合量は０．１～１０重量％であり、０．１重量％よりも少ない
と十分な染毛力が得られず、１０重量％を越えても染毛力の向上は少なくなる。
【０００８】
更にクエン酸、クエン酸ナトリウム及びリン酸等のｐＨ調整剤を加えることができ、これ
らのｐＨ調整剤を加えてｐＨを４～８にすることが好ましい。更に、油脂類、高級アルコ
ール、シリコーン類、陽イオン性界面活性剤、陰イオン性界面活性剤、非イオン性界面活
性剤、両性界面活性剤、香料、毛髪保護剤、ポリペプタイド、紫外線吸収剤、防腐剤、保
湿剤、陽イオン性ポリマー、陰イオン性ポリマー及び非イオン性ポリマー等一般的にスト
レートパーマ第２剤に用いられる原料を本発明の効果を損なわない範囲で配合することが
できる。
【０００９】
なお、陽イオン性界面活性剤と陰イオン性ポリマーを併用することにより、自然な染め上
がりおよび優れた仕上がりが得られるので好ましい。陽イオン性界面活性剤としては、塩
化アルキルトリメチルアンモニウム、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化セチル
トリメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチ
ルアンモニウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウム、臭化ラウリルトリメチルアン
モニウム、塩化ジアルキルジメチルアンモニウム、塩化ジセチルジメチルアンモニウム、
塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化ジココイルジメチルアンモニウム、塩化ミ
リスチルジメチルベンジルアンモニウム、塩化ステアリルジメチルベンジルアンモニウム
などが挙げられる。その配合量は、０．１～１０重量％であり、０．１重量％よりも少な
いと十分な効果が得られず、１０重量％を越えても、その効果は変わらず経済的ではない
。陰イオン性ポリマーとしては、カルボキシメチルセルロースナトリウム、キサンタンガ
ム、カラギーナン、アルギン酸ナトリウム、ペクチン、ファーセラン、アラビアガム、ガ
ッチガム、トラガカントガム及びカンテン末などが挙げられるが、カルボキシメチルセル
ロースナトリウムおよびキサンタンガムが自然な染め上がりおよび優れた仕上がりの点か
ら好ましい。その配合量は、０．１～１０重量％であり、０．１重量％よりも少ないと十
分な効果が得られず、１０重量％を越えても、その効果は変わらず経済的ではない。また
陽イオン性界面活性剤と陰イオン性ポリマーの重量比は１：１０～１０：１の範囲が自然
な染め上がりおよび優れた仕上がりの点から好ましい。
【００１０】
また、本発明品と共に用いられるストレートパーマ第１剤は、一般的に用いられているも
のである。即ち、チオグリコール酸、チオグリコール酸塩、システイン、システイン誘導
体、亜硫酸塩及び亜硫酸水素塩等の還元剤、アンモニア、モノエタノールアミン、炭酸ア
ンモニウム、炭酸ナトリウム、重炭酸ナトリウム及び水酸化ナトリウム等のアルカリ剤、
ジチオジグリコール酸及びジチオジグリコール酸塩のような反応調整剤、その他に油脂類
、高級アルコール、シリコーン類、陽イオン性界面活性剤、陰イオン性界面活性剤、非イ
オン性界面活性剤、両性界面活性剤、香料、着色剤、毛髪保護剤、キレート剤、ポリペプ
タイド、紫外線吸収剤、防腐剤、保湿剤、陽イオン性ポリマー、陰イオン性ポリマー及び
非イオン性ポリマー等を適宜配合することができる。
【００１１】
尚、本発明は剤型的に限定されるわけではなく、クリーム状、ジェル状、乳液状、透明液
体状及び粉末状等あらゆる剤型のストレートパーマ第２剤に適用されるものである。
【００１２】
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本発明によれば、第１剤の作用により毛髪が膨潤し、毛髪内部に物質を取り込みやすい状
態となるので、そこへ酸性染料を含む第２剤を施術すれば、中性付近のｐＨに設定しても
十分な染毛効果を得ることができ、なおかつ頭皮等の皮膚への着色も防ぐことができる。
しかも、ストレートパーマとヘアマニキュアが同時に施術できるので大幅な時間短縮がで
きる。
【００１３】
【実施例】
次に、実施例及び比較例を挙げて本発明をさらに詳細に説明する。ただし、本発明はこれ
により限定されるものではない。
【００１４】
表１のストレートパーマ第１剤、表２の実施例１～２及び比較例１のストレートパーマ第
２剤、表３の処方例１～２のヘアマニキュアを調製した。
【００１５】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【表３】

10

20

30

40

(4) JP 3574523 B2 2004.10.6



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１６】
次に、図１に示すように本発明品を使用してストレートパーマとヘアマニキュアを同時施
術した場合と、図２に示すように従来の施術方法、即ちストレートパーマを施術した後ヘ
アマニキュアを施術した場合との比較を行った。図１～２に示すストレートパーマ第１剤
は、ともに表１のものを用いて施術した。その後、図１の方法では表２の実施例１を、図
２の方法では比較例１を用いてストレートパーマ第２剤処理を行った。図２に示す従来の
施術方法においては、その後、表３の処方例１を用いてヘアマニキュア処理を行った。そ
の結果、図２で示すようにストレートパーマとヘアマニキュア処理を行うと、従来の施術
方法では１８５～２３５分かかった。一方、図１に示すように本発明によるストレートパ
ーマ第２剤を使用すると、従来のストレートパーマ処理にかかった時間（１２５～１５５
分）のみで、ストレートパーマ及びヘアマニキュア処理ができた。したがって本発明のス
トレートパーマ第２剤を用いることによりにより、従来の技術と比べ１時間以上の施術時
間の短縮が見られた。また仕上がりのストレート効果、染毛力ともに大きな差は見られな
かった。実施例１の代わりに実施例２を用いても実施例１と同様の効果が得られた。
【００１７】
次に本発明のストレートパーマ第２剤と通常のヘアマニキュアの頭皮等の皮膚への着色を
評価するために、上腕内側部での着色試験を行った。各被験液を直径がほぼ１ｃｍとなる
ように上腕内側部に塗布し、２０分間室温にて放置し、その後微温湯で水洗した。実施例
１を用いた場合は、水洗で完全に色が落ち、実施例１の代わりに実施例２を用いた場合は
、水洗でほとんど落ち、その後石けんで軽くこすり洗いをしたところ完全に色が落ちた。
一方、従来の施術方法で表３のヘアマニキュアの処方例１～２を用いた場合はいずれも、
水洗し、その後、石けんでこすり洗いを行っても色は落ちなかった。従って、本発明のス
トレートパーマ第２剤を用いた方が頭皮等の皮膚へ着色しないことが明らかである。
【００１８】
【発明の効果】
ストレートパーマとヘアマニキュアが同時にできるので施術時間を短縮でき、また頭皮等
の皮膚への着色がない。
【００１９】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のストレートパーマ第２剤を用いた施術方法によるストレートパーマ及び
ヘアマニキュアの同時処理の工程図である。
【図２】従来の施術方法によるストレートパーマ及びヘアマニキュア処理の工程図である
。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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